
別紙様式２－２

（県北地方振興局） （　単位：千円　）

1
新
規

保
健・
福
祉

バリアフリーふれあいおもちゃ博
ふれあいおもちゃ博実
行委員会

ソフト 2,578 1,367

子どもや障害者を対象に音楽やボッチャ（パラリンピックの種目）を体験し楽し
んだ。
・バリアフリーふれあいおもちゃ博
・おもちゃ博に向けたワークショップ（音楽の練習）
・バリアフリーに関するワークショップ

平成29年4月～
平成29年8月

福島市

2
新
規

教
育・
文
化

音楽による福島まち造り2018年
音楽による福島まち造
り実行委員会

ソフト 6,345 4,000

日本の伝統に根ざした音楽文化を体験することで県民が自分のルーツを再発
見し、地域との繋がりを広めていく機会を創出した。
・子どもたちのための雅楽教室
・文化功労者（元宮内庁楽部楽師）による講演
・雅楽コンサート
・雅楽器体験ワークショップ

平成29年4月～
平成30年3月

福島市

3
新
規

環
境・
景
観

いいね！ARAKAWAプロジェクト
いいね！ARAKAWA
プロジェクト実行委員
会

ソフト 2,355 1,569

地元学生や周辺企業の若手職員らに観光資源として期待される「荒川」を実
際に確認、体感してもらい、荒川を売り出す施策を導き出した。
・モニターツアー（２回）
・ワークショップ

平成29年4月～
平成30年3月

福島市

4
新
規

観
光
振
興

伊達氏ルーツと桑折宿探索ツアー 桑折町商工会 ソフト 623 414

地元の歴史的資源を活用し、県内外へ桑折町の魅力を発信した。
・伊達市ルーツと桑折宿探索ツアーの実施
・案内人(小学生）の育成
・ワークショップ

平成29年4月～
平成29年12月

桑折町

5
新
規

国
際
交
流

未来への懸け橋もとみやの想い海
を渡る

一般社団法人もとみ
や青年会議所

ソフト 4,816 3,000

国境を越え交流し英国と交流し、南達地域の魅力向上を図った。
・南達地域合唱団を結成、合唱の様子を公開収録
・合唱映像を英国の福島庭園にて放映。
・帰国後、報告展示会の実施

平成29年4月～
平成29年12月

本宮市

6
新
規

観
光
振
興

2020オリンピックマーチプロジェクト
福島商工会議所青年
部

ソフト 2,901 1,342

古関裕而への関心を高めるとともにオリンピックパラリンピックに向けて地域の
盛り上げを図った。また、古関裕而ゆかりの地域を訪問・交流し、連携強化を
図った。
・オリンピック開幕1000日前イベントの開催
　地元団体による古関音楽の演奏、五輪関係者を招いてのトーク
　ショー
・関係市町村との連携強化
　古関裕而とゆかりのある愛知県豊橋市と石川県能美市に訪問・交
　流

平成29年9月～
平成30年3月

福島市

7
新
規

情
報
発
信

ベトナム観光・スポーツ交流による
地域振興事業

ふくしまベトナム友好
協会

ソフト 808 538

震災後県への観光客増加が著しいベトナムとの交流を図るとともにオリンピッ
ク・パラリンピックを契機として県北地方をPRし風評払拭を図った。
・ジャパン・ベトナム・フェスティバルinホーチミン」への参加
・ベトナム留学生による県北の魅力発信事業

平成29年11月～
平成30年3月

福島市

8
新
規

観
光
振
興

東北中央自動車道の開通を契機と
した県北地方の魅力発信事業

ふくしま若旦那プロ
ジェクト実行委員会

ソフト 913 608

大笹生米沢間の東北中央自動車道開通をきっかけとして、移動の利便性の
PRや情報発信を行った。また他地域や若者と連携により地域の魅力を再発見
し県北地方の観光活性化を図った。
・SNSキャンペーンの実施
・モニターツアーの実施

平成29年11月～
平成30年3月

福島市

事業費
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9
新
規

観
光
振
興

「献上桃の郷」魅力発信プロジェク
ト

一般財団法人桑折町
振興公社 ソフト 2,563 1,708

地域資源を活用して仙台圏や首都圏から人を呼び町民とのふれあいを通して
町の認知度をアップするとともに、町民に町への思いを深め、町の活性化を
図った。
・旧伊達郡役所でのカフェ事業
・歴史散策事業
・旧伊達郡役所ガイドツアー

平成29年11月～
平成30年3月

桑折町

10
継

続２

教
育・
文
化

はじめてのお使いin保原 保原町商工会青年部 ソフト 1,507 970

商店街を活性化させ地域コミュニティの醸成と地元商店街の魅力の発見を促
した。子どもたちが地元商店街での買い物を経験することで地元商店街のこと
を知ってもらうとともに「未来の大人」の顧客確保につなげた。また保護者に対
しても子どもを通して保護者にも商店街の良さを再認識してもらい、現在の子
育て世代の商店街への回帰を促した。
・保護者向け説明会開催
・初めてのお使い実施
・初めてのお仕事
・スタンプラリーの実施
・成果発表会の開催

平成29年4月～
平成29年12月

伊達市

11
継

続２

教
育・
文
化

地域とともにつくる、つなぐ、チャレ
ンジ100円商店会

福商けやき通り商店会 ソフト 2,036 1,348

商店会が高校生などの若者にとってチャレンジできる場となり、避難者と地域
をつなぎコミュニティが形成される場となることを目的として高校生が商店会に
参加する機会を作ったり交流の機会を作った。
・高校生とつくる100円チャレンジショップの設置、商品開発、店舗運営
・スタンプラリー

平成29年4月～
平成30年3月

福島市

12
継

続２

教
育・
文
化

重陽の芸術祭
重陽の芸術祭実行委
員会

ソフト 8,985 5,000

菊と深い関係がある二本松において、「重陽」をテーマに、市内の文化施設等
を活用し二本松を紹介する作品展示やワークショップを開催した。
・上川崎和紙等を活用したワークショップの開催(8/9～10/9)
・芸術家作品の展示(10/9～11/23)　大七酒造、霞が城、智恵子の生家、安
達が原ふるさと村　など
・安達太良山や安達が原をテーマとしたシンポジウムと講演会の開催

平成29年4月～
平成30年3月

二本松市

13
継

続２

教
育・
文
化

まちづくり人材育成事業「未来の祀
りカフェ」

未来の祀りふくしま実
行委員会

ソフト 5,890 3,400

県北地方の伝統芸能や伝統文化の啓蒙や継承、担い手の発掘を目的に、伝
統芸能等に関する勉強会を開催した。
・東北の伝統芸能を学ぶ勉強会（６月）
・高千穂神楽上演（８月）
・福島市岡山の水かけまつり体験（１０月）
・福島と熊本を結ぶイベント（２月）

平成29年4月～
平成30年3月

福島市

14
継

続３

観
光
振
興

街なか芸術館パセオミューズ
パセオミューズ実行委
員会

ソフト 3,102 1,826

従来のモノやサービスの提供というだけではなく、消費者との新たな関係を生
み出すことで来街者を増やして街なかの活性化を図るため、「芸術で街なかを
元気に！商店街を芸術館にしよう」をコンセプトに、福島市パセオ通り商店街
の店頭や店内を中心に、季節毎に地域住民、学生による絵画・彫刻などの作
品を展示するなどのイベントを実施した。
・春の常設展示「彩り芸術館～花と写真の祭典」
・春のイベント：街コス　春ver.、講演会「遺構から学ぶ芸術の世界①」等
・夏の常設展示七夕アートの芸術館～音と祭典～」
・夏のイベント：弾き語り等ｽﾃｰｼﾞｲﾍﾞﾝﾄ、街コス夏ver.、講演会「遺構から学ぶ
芸術の世界②」等
・秋の常設展示「文化芸術館～食とパフォーマンスの祭典～」
・秋のイベント：ダンス等ｽﾃｰｼﾞｲﾍﾞﾝﾄ、街コス秋ver.、演奏会等
・冬の常設展示「イルミアートの芸術館～光とアートの祭典～」
・冬のイベント：ハンドベル等のｽﾃｰｼﾞｲﾍﾞﾝﾄ、ラーメンフェス、街コス冬ver.、講
演会「遺構から学ぶ芸術の世界③」等

平成29年4月～
平成30年2月

福島市



別紙様式２－２

（県北地方振興局） （　単位：千円　）
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号

新
規
・
継
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15
継

続３

情
報
発
信

ふくしま・フルーツサンクスプロジェ
クト

ふくしま・フルーツサン
クスプロジェクト

ソフト 1,495 800

震災後６年にわたって福島を応援くださった全国の人々へ感謝のしるしと風評
払拭のため、県北地域の果物を使用した６次化商品開発し、その提供を通じ
て福島と東京銀座を結ぶ事業を実施した。
・28年度に開発したセミドライフルーツのブランド化。
・サンクスカードの外国語版の作成
・銀座のバーテンダー等と地元農家との交流
・銀座での成果発表会

平成29年6月～
平成30年3月

福島市

16
継

続３

観
光
振
興

安達ヶ原ふるさと村と安達ヶ原公園
「曼珠沙華」植栽交流事業

安達ヶ原ふるさと村の
景観を良くする会

ソフト 1,572 650

安達ヶ原周辺を新たな観光名所として観光客を呼び込むとともに、避難者との
交流を図り、地域のコミュニティを深め地域を活性化させるため、曼珠沙華を
活用した以下のイベントを実施した。
・「曼珠沙華祭り」の開催（９月）
・イルミネーションによる装飾
・避難者と地域住民の協働による、曼珠沙華の植栽（５～７月）

平成29年4月～
平成30年3月

二本松市

17
継

続３

教
育・
文
化

ふくしま鋏魂祭プロジェクト
ふくしま鋏魂祭プロ
ジェクト実行委員会

ソフト 1,134 736

被災地である福島の未来を育む子どもたちが健やかに成長してもらいたいと
の想いから、福島の理容師たちが以下の事業を実施した。
・保育所でのキッズシャンプープロジェクト
・親子シャンプー教室
・こむこむでヘアショーとお楽しみ抽選会開催(10/9)

平成29年4月～
平成30年2月

福島市

累計 49,623 29,276


